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定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和３年度　予算のあらまし

　第８回（２月）定例会は、２月 10日から３月 19日までの 38日間にわたり開催しました。
この定例会では、市長から令和３年度の施政方針が述べられた後、令和２年度関係議案及び

令和３年度関係議案等 56件、議員提出議案２件を審議し、いずれも原案のとおり議決しました。また、８人
の議員が一般質問（代表質問）を行いました。（P.6 ～ 10）
　ここでは、令和３年度の一般会計、特別会計（４事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出予
算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険料の収納率
を向上させる新たな取組は。
国民健康保険料の納付に

ついては、キャッシュカード
を使って簡単に口座振替手続
ができる Pay-easy（ペイジ
ー）口座振替受付サービスや、
キャッシュレス決済サービス
を新たに導入することで、保
険料を納付しやすい環境の整
備を図り、さらなる収納率の
向上に努めていく。
�
認知症サポーター活動促
進・地域づくり推進事業の
内容は。
各地域包括支援センター

に設置されたコーディネー
ターが、認知症の方やその家
族との相談等の中で把握した

問

答

問

答

生活上の困り事や希望などを
認知症サポーターによる支援
につなぐ事業で、認知症の方
ができる限り地域で自分らし
く暮らし続けることができる
支援体制を整備するもので
ある。
�
令和２年度までを計画期

間とする沼津市立病院新改
革プランの点検・評価結果
が、本予算にどのように反
映されているのか。
沼津市立病院新改革プラ

ンに対する評価委員会の点
検・評価結果において、今後
も引き続き、医師の確保や費
用削減の取組を進めるように
との意見があった。これを受
け、市立病院では、病院長や

問

答

リクルート担当の副院長が大
学医局を訪問し協力関係を強
化するなど、医師確保に精力
的に取り組み、令和３年度は、
麻酔科、泌尿器科において医
師を確保することにより、入
院外来収益の増加を見込んで
いる。また、診療に用いる材
料の購入に当たっては、全国
の医療機関の最新購入価格を
比較できるベンチマークを活
用して価格交渉に取り組んで
いくとともに、共同購入品の
採用を積極的に行うなど、費
用の削減を盛り込んでいる。
�
水道料金の納付に係る新

たな取組は。
時間や場所にとらわれず

スマートフォンで納付できる

問

答

PayPay などのキャッシュレ
ス決済サービスを新たに導入
することにより、納付方法の
選択肢を増やし、水道使用者
の利便性の向上に取り組んで
いく。
�
水道事業において、建設

改良費を令和２年度に比べ
約７億円増額する理由は。
水源設備事業費において、

柳沢水源地電気設備更新工事
などの費用として、令和２年
度と比べ約１億 4,000 万円
の増、配水設備事業費におい
て、大平地内配水管布設工事
などの費用として、令和２年
度と比べ約５億 4,800 万円
の増を、それぞれ見込んだこ
とから増額するものである。

問

答

会　　計 令和３年度予算額 令和２度予算額 増減率
国民健康保険事業 209億 7,200 万円 211億 7,500 万円 △ 1.0％
土地取得事業 6,300 万円 1億 2,000 万円 △ 47.5％
介護保険事業 170億円 166億 2,400 万円 2.3%

後期高齢者医療事業 27億 2,800 万円 26億 9,000 万円 1.4%
合　　計 407億 6,300 万円 406億　900万円 0.4%

特 別 会 計
　特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

会　　計 令和３年度予算額 令和２年度予算額 増減率
病院事業 124億 1,300 万円 126億　400万円 △ 1.5%
水道事業 62億 6,900 万円 55億 7,500 万円 12.4%
下水道事業 105億 8,700 万円 98億 3,100 万円 7.7%
合　　計 292億 6,900 万円 280億 1,000 万円 4.5%

企 業 会 計
　企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,411億3,200万円

令和３年度予算額 令和２年度予算額 比較増減 増減率
711億円 720億 6,000 万円 △ 9億 6,000 万円 △ 1.3％

令和３年度予算を可決しました!

令和３年度の予算編成に
当たり、どのような点に留
意したのか。
新型コロナウイルスの感

染拡大により、市民生活や事
業者の経営に多大な影響が出
ている中においても、市政運
営を継続して推進することが
重要と考えている。このこと
から、令和３年度予算におい
ては、新型コロナウイルスに
打ちかち、産業を元気にする
施策をはじめ、市民の健康や
安全・安心の確保、スポーツ
を活用したまちづくり、ＩＣ
Ｔの活用などの視点から、進
めるべき事業に必要な予算を
措置した。本予算に基づき、
静岡県東部における雄都沼津
を実現するため、市民や議会
と連携しながら各種施策に取

問

答

り組んでいく。
�

新型コロナウイルス感染
症に係る固定資産税の軽減
措置の内容は。
新型コロナウイルス感染

症の影響により、事業収入が
減少した中小企業者等の税負
担を軽減するため、保有する
家屋や設備の固定資産税を、
令和３年度に限り軽減するも
のである。具体的には、令和
２年２月から 10月までの任
意の連続する３か月間の事業
収入が、前年同時期と比べ、
50％以上減少した場合は全
額軽減、減少幅が 30％以上
50％未満の場合は２分の１
軽減とするものである。
�

新しい働き方応援事業の

問

答

問

内容と効果は。
新しい生活様式に対応し

た働き方を推進することを目
的に、市内企業を対象に、テ
レワーク等のデジタル技術を
活用した働き方改革やウェブ
面接等による人材確保の強化
に関するセミナー等を開催す
るとともに、専門家をアドバ
イザーとして派遣し、企業に
適した導入プランや運用プラ
ンの構築などの実践に向けた
コンサルティング支援を実施
するものである。これにより、
魅力ある就業環境の整備を図
り、地域経済を支える多様な
人材の確保につなげていく。
�

総合的治水対策整備事業 
の主な内容は。
常襲浸水地域の浸水被害

答

問

答

の低減を図るため、沼川高橋
川流域地区においては、高橋
川の支流である井戸川雨水貯
留池の整備に向け、残り１件
の用地取得を進めた後、工事
用道路の整備を、大平地区で
は、大平江川排水機場の躯体
工事をそれぞれ実施するもの
である。
�

学校給食費の公会計化に
より期待される効果は。
これまで教職員が行って

きた保護者からの学校給食費
の徴収や滞納整理の業務を市
が実施することにより、教職
員の負担軽減が図られ、授業
内容の充実に向けた準備や研
究、児童生徒に向き合う時間
を確保することができ、よりよ
い教育環境の構築が図られる。

問

答

　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
711億円

歳出総額
711億円

53.4％46.6％

自依
主存

財

源

市税
318億円
（44.7％）

その他
61億3,697万円
（8.7％）

国庫・県支出金
177億8,553万円
（25.0％）

市債
50億4,920万円
（7.1％）

その他 
103億2,830万円（14.5％）

財

源

民生費
284億
5,994万円
（40.0％）

土木費
102億7,908万円
（14.5％）

公債費
70億6,455万円70億6,455万円
（9.9％）

総務費　
64億7,438万円64億7,438万円
（9.1％）

教育費
63億2,875万円63億2,875万円
（8.9％）

消防費
26億9,652万円
（3.8％）

その他 
27億4,487万円

（3.9％）

衛生費　
70億5,191万円70億5,191万円
（9.9％）

歳　入 歳　出
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（25.0％）

市債
50億4,920万円
（7.1％）

その他 
103億2,830万円（14.5％）

財

源

民生費
284億
5,994万円
（40.0％）

土木費
102億7,908万円
（14.5％）

公債費
70億6,455万円70億6,455万円
（9.9％）

総務費　
64億7,438万円64億7,438万円
（9.1％）

教育費
63億2,875万円63億2,875万円
（8.9％）

消防費
26億9,652万円
（3.8％）

その他 
27億4,487万円

（3.9％）

衛生費　
70億5,191万円70億5,191万円
（9.9％）

歳　入 歳　出
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令和３年度　予算のあらまし

令和３年度予算の主な事業
第８回（２月）定例会で可決された令和３年度予算の中から、主な事業を紹介します。

　予防接種法に基づき、感染症を予防するもので、これ
までの予防接種に加えて新たに、小児がん患者等が骨髄
移植等により予防接種の再接種が必要となった場合の再
接種に係る経費を助成します。

予防接種事業

▲�予防接種の再接種に係る経費を
助成します

予算額
4億 8,300 万円　鉄道高架事業の推進を図るため、鉄道施設の移転に必

要な調整池等の詳細設計や周辺道路の改良などの実施、
新貨物ターミナルの基盤造成工事を行います。

▲鉄道施設移転先の整備を進めます
　（新車両基地完成イメージ）　　　

鉄道高架化
関連事業

予算額
6億 2,220 万円

　学校教育の様々な場面におけるＩＣＴの活用を通じた
教育の質の向上に向け、教職員の研修の充実を図ります。

▲ＩＣＴの活用を通じた教育の
　質の向上を図ります　　　　

ＩＣＴ活用教育
推進事業

予算額
584万 8,000 円

　ヒト中心のまちの実現に向けて、ＩＣＴ等の先端技術
を活用した「沼津版スマートシティ」を推進するため、
産学官による協議会の設立やビジョンの策定を行います。

スマートシティ
推進事業

▲沼津版スマートシティ推進の
　ため、ビジョンを策定します

予算額
400万円

　「中心市街地まちづくり戦略」に基づき、ヒト中心の
まちづくりの実現に向けて、駅前広場等の再編整備イ
メージを示す「公共空間再編整備計画」の策定を行います。

▲�公共空間再編整備後の沼津駅南口
　駅前広場周辺の将来イメージ

中心市街地
まちづくり
戦略事業

予算額
2,500 万円

　若者の未婚化や少子化傾向の改善に向けて、新婚世帯
を対象に、新生活に係る費用を助成し、経済的負担を軽
減するための補助金を創設します。

▲�新婚世帯の住宅費用等を補助し
ます

結婚新生活
支援事業

予算額
1,200 万円

　健康・福祉部門と連携し、幅広い世代に対応した地域体
力づくり教室の開催や生涯スポーツ指導者の育成を行い、
身近な地域における運動のきっかけづくりを進めます。

▲生涯にわたるスポーツ活動を
　推進します　　　　　　　　

いきいきスポーツ
推進事業

予算額
650万円
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主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条
　
例

議第４号
沼津市経済変動対策資金利子補給
基金条例の制定

■沼津市経済変動対策資金利子補給基金を設置します
新型コロナウイルス感染症により影響を受けている市内の中小企業者等に対
して市が行う利子の補給に要する経費の財源に充てるため、基金を設置する
ものです。

可決

議第 24号
沼津市屋内温水プール条例の廃止

■屋内温水プールを廃止します
令和３年３月 31日をもって沼津市屋内温水プールを廃止することに伴い、
沼津市屋内温水プール条例を廃止するものです。

可決

議第 25号
沼津市高齢者介護予防拠点施設条
例の廃止

■高齢者介護予防拠点施設を廃止します
令和３年３月 31日をもって沼津市高齢者介護予防拠点施設を廃止すること
に伴い、沼津市高齢者介護予防拠点施設条例を廃止するものです。

可決

予
　
算

議第44号
令和２年度沼津市一般会計補正予
算（第 18回）

■�７億4,780万 8,000円を追加し、予算総額は1,011億 6,849万 9,000円
となります
追加するものは、農業振興推進対策事業費 14億 4,789 万 4,000 円で、減
額するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費７億８万 6,000 円
です。財源としては、県補助金などをもって充てるものです。このほか、繰
越明許費として農業振興推進対策事業 14億 4,789 万 4,000 円を追加し、
新型コロナウイルスワクチン接種事業を変更するものです。

可決

議第 45号
令和３年度沼津市一般会計補正予
算（第１回）

■�当初予算に11億3,860万2,000円を追加し、予算総額は722億3,860万
2,000 円となります
追加するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費８億 9,092 万
2,000円、公共交通支援事業費１億1,500万円が主なもので、財源としては、
国庫負担金などをもって充てるものです。このほか、債務負担行為として経
済変動対策資金利子補給金を追加するものです。

可決

人
　
事

認第３号、認第４号
固定資産評価審査委員会委員選任
の同意

令和３年３月 31日をもって任期満了となる原
はら

國
くに

夫
お

氏の後任として、下香貫
上障子在住の村

むら

松
まつ

久
ひさ

徳
のり

氏を選任するもの、また、令和３年３月 31日をもっ
て任期満了となる曽

そ

根
ね

惠
けい

子
こ

氏の後任として、大岡在住の塩
しお

川
かわ

智
さと

史
し

氏を選任す
るものです。

同意

認第５号
副市長選任の同意

令和３年３月 31日をもって任期満了となる本字下小路町在住の硎
とぎ

谷
や

明
あき

正
まさ

氏
を再任するものです。 同意

会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

自
民
沼
津

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

立
憲
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

⑺ ⑹ ⑷ ⑶ ⑶ ⑵ ⑵ ⑴
条
例 議第27号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○� ○

予
　
算

議第30号 令和３年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ⑵ ⑴ × × ○○ ×

議第31号 令和３年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議第32号 令和３年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ⑵ ⑴ × × ○○ ×

議第34号 令和３年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

•３月 19日の本会議の採決において、市民クラブの議員が１人欠席しました。

〇＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索
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令和３年度　予算のあらまし

令和３年度予算の主な事業
第８回（２月）定例会で可決された令和３年度予算の中から、主な事業を紹介します。

　予防接種法に基づき、感染症を予防するもので、これ
までの予防接種に加えて新たに、小児がん患者等が骨髄
移植等により予防接種の再接種が必要となった場合の再
接種に係る経費を助成します。

予防接種事業

▲�予防接種の再接種に係る経費を
助成します

予算額
4億 8,300 万円　鉄道高架事業の推進を図るため、鉄道施設の移転に必

要な調整池等の詳細設計や周辺道路の改良などの実施、
新貨物ターミナルの基盤造成工事を行います。

▲鉄道施設移転先の整備を進めます
　（新車両基地完成イメージ）　　　

鉄道高架化
関連事業

予算額
6億 2,220 万円

　学校教育の様々な場面におけるＩＣＴの活用を通じた
教育の質の向上に向け、教職員の研修の充実を図ります。

▲ＩＣＴの活用を通じた教育の
　質の向上を図ります　　　　

ＩＣＴ活用教育
推進事業

予算額
584万 8,000 円

　ヒト中心のまちの実現に向けて、ＩＣＴ等の先端技術
を活用した「沼津版スマートシティ」を推進するため、
産学官による協議会の設立やビジョンの策定を行います。

スマートシティ
推進事業

▲沼津版スマートシティ推進の
　ため、ビジョンを策定します

予算額
400万円

　「中心市街地まちづくり戦略」に基づき、ヒト中心の
まちづくりの実現に向けて、駅前広場等の再編整備イ
メージを示す「公共空間再編整備計画」の策定を行います。

▲�公共空間再編整備後の沼津駅南口
　駅前広場周辺の将来イメージ

中心市街地
まちづくり
戦略事業

予算額
2,500 万円

　若者の未婚化や少子化傾向の改善に向けて、新婚世帯
を対象に、新生活に係る費用を助成し、経済的負担を軽
減するための補助金を創設します。

▲�新婚世帯の住宅費用等を補助し
ます

結婚新生活
支援事業

予算額
1,200 万円

　健康・福祉部門と連携し、幅広い世代に対応した地域体
力づくり教室の開催や生涯スポーツ指導者の育成を行い、
身近な地域における運動のきっかけづくりを進めます。

▲生涯にわたるスポーツ活動を
　推進します　　　　　　　　

いきいきスポーツ
推進事業

予算額
650万円
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主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果
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沼津市経済変動対策資金利子補給
基金条例の制定

■沼津市経済変動対策資金利子補給基金を設置します
新型コロナウイルス感染症により影響を受けている市内の中小企業者等に対
して市が行う利子の補給に要する経費の財源に充てるため、基金を設置する
ものです。

可決

議第 24号
沼津市屋内温水プール条例の廃止

■屋内温水プールを廃止します
令和３年３月 31日をもって沼津市屋内温水プールを廃止することに伴い、
沼津市屋内温水プール条例を廃止するものです。

可決

議第 25号
沼津市高齢者介護予防拠点施設条
例の廃止

■高齢者介護予防拠点施設を廃止します
令和３年３月 31日をもって沼津市高齢者介護予防拠点施設を廃止すること
に伴い、沼津市高齢者介護予防拠点施設条例を廃止するものです。

可決

予
　
算

議第44号
令和２年度沼津市一般会計補正予
算（第 18回）

■�７億4,780万 8,000円を追加し、予算総額は1,011億 6,849万 9,000円
となります
追加するものは、農業振興推進対策事業費 14億 4,789 万 4,000 円で、減
額するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費７億８万 6,000 円
です。財源としては、県補助金などをもって充てるものです。このほか、繰
越明許費として農業振興推進対策事業 14億 4,789 万 4,000 円を追加し、
新型コロナウイルスワクチン接種事業を変更するものです。

可決

議第 45号
令和３年度沼津市一般会計補正予
算（第１回）

■�当初予算に11億3,860万2,000円を追加し、予算総額は722億3,860万
2,000 円となります
追加するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費８億 9,092 万
2,000円、公共交通支援事業費１億1,500万円が主なもので、財源としては、
国庫負担金などをもって充てるものです。このほか、債務負担行為として経
済変動対策資金利子補給金を追加するものです。

可決

人
　
事

認第３号、認第４号
固定資産評価審査委員会委員選任
の同意

令和３年３月 31日をもって任期満了となる原
はら

國
くに

夫
お

氏の後任として、下香貫
上障子在住の村

むら

松
まつ

久
ひさ

徳
のり

氏を選任するもの、また、令和３年３月 31日をもっ
て任期満了となる曽

そ

根
ね

惠
けい

子
こ

氏の後任として、大岡在住の塩
しお

川
かわ

智
さと

史
し

氏を選任す
るものです。

同意

認第５号
副市長選任の同意

令和３年３月 31日をもって任期満了となる本字下小路町在住の硎
とぎ

谷
や

明
あき

正
まさ

氏
を再任するものです。 同意
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算

議第30号 令和３年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ⑵ ⑴ × × ○○ ×

議第31号 令和３年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議第32号 令和３年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ⑵ ⑴ × × ○○ ×

議第34号 令和３年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

•３月 19日の本会議の採決において、市民クラブの議員が１人欠席しました。

〇＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索

5 ＊ぬまづ市議会だより  № 231



市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問全ての質問項目（通告一覧）はこちら

［
代
表
質
問
］

本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
は
。

市
長
／
本
市
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
・
分
野
に
お
い
て

時
期
を
逸
せ
ず
迅
速
に
対
応
し
て
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
感
染
防
止
対
策
は
、
市
の
取
組

に
加
え
、
市
民
や
事
業
者
の
懸
命
な
努
力
も
あ

り
、
現
時
点
に
お
け
る
本
市
の
感
染
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
、
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
備
品
整
備
な

ど
に
よ
り
市
民
の
安
全
確
保
を
図
る
ほ
か
、
経

済
変
動
対
策
資
金
利
子
補
給
事
業
の
実
施
に
よ

り
事
業
者
を
支
援
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
市
に
お
け

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
方
針
等
を
基
に
、
沼
津
医
師
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
実
施
の
た
め
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

鉄
道
高
架
事
業
に
係
る
令
和
三
年
度
の
取

組
は
。市

長
／
鉄
道
高
架
事
業
の
前
提
と
な
る
新

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
取
得
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
令
和
三
年
度
は
、
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
造
成
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
新
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
同
時
に
施
工
す
る
交
差
道
路
の

構
造
物
の
設
計
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、

一
日
も
早
く
市
民
が
事
業
の
効
果
を
享
受
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

問答問答

ち
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

本
市
財
政
の
健
全
性
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
常
に
財

政
規
律
を
堅
持
し
つ
つ
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
な
ど
国
・
県
の
補
助
金
を
有
効
的
に
活
用
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
残
高
や

市
税
収
入
及
び
市
債
残
高
の
状
況
な
ど
か
ら
、

健
全
な
財
政
状
況
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
・
県
の

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
残

高
に
も
注
視
し
つ
つ
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

問答

渡
邉
　博
夫

志政会

本
市
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

▲キラメッセぬまづで行った　　　　　
　ワクチン接種のデモンストレーション

※�代表質問は全て、「一括質問一括答弁方式（通告した全ての内容を一括して質問した後、
市当局が一括して答弁する方式）」で実施しています。
※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。

　第８回（２月）定例会では、市長の令和３年度施政方針に対する
代表質問が行われ、７つの会派及び無所属の議員から質問がありま
した。
　なお、今定例会では、新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、
市当局が新型コロナウイルス感染症対応に注力できるよう、一般質
問のうち個人質問は行わず、代表質問のみ行いました。
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一 般 質 問市政について問う！

東
都
大
学
看
護
学
科
が
令
和
三
年
度
に
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
沼
津
市
立
看
護
専
門
学

校
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長
／
県
内
の
看
護
職
員
数
が
全
国
平
均

を
下
回
り
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
現
状
に

お
い
て
、
看
護
職
員
の
確
保
は
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に
新
た

な
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
高
度
な
医
療
技
術
や
知
識
を
有
す
る
看
護

師
の
養
成
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
沼
津
市
立

看
護
専
門
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
実
践
力

の
あ
る
看
護
師
を
輩
出
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

地
域
に
お
い
て
多
様
な
養
成
機
関
が
存
在
す
る

こ
と
は
、
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
志
願
状
況

や
看
護
師
需
要
の
推
移
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

沼
津
市
立
看
護
専
門
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
向
け
、
学
校
現
場

で
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
は
。

市
長
／
令
和
三
年
度
は
、
学
校
教
育
課
内

に
情
報
教
育
推
進
室
を
設
置
し
、
教
職
員
に
対

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
の
研
修
の
実
施
、

先
進
事
例
や
各
校
に
お
け
る
取
組
の
情
報
共
有
、

学
校
現
場
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
を

行
う
な
ど
、
教
職
員
一
人
一
人
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

問答問答問

管
理
不
全
な
空
き
家
の
除
去
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
空
き
家
を
含
め
た
耐

震
性
の
な
い
木
造
住
宅
の
除
去
に
対
し
、
一
件

当
た
り
二
十
万
円
を
上
限
と
す
る
補
助
制
度
を

実
施
し
て
い
る
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
国

の
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
を
活
用
し
、
外
観

目
視
の
調
査
か
ら
屋
根
や
外
壁
、
基
礎
な
ど
に

重
大
な
損
傷
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
管
理
不
全

な
状
態
で
あ
る
空
き
家
を
不
良
住
宅
と
認
定

し
、
そ
の
除
去
に
係
る
費
用
と
し
て
一
件
当
た

り
八
十
万
円
を
上
限
に
支
援
す
る
新
た
な
補
助

制
度
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
火
災
の
危

険
性
や
倒
壊
の
お
そ
れ
に
加
え
、
衛
生
・
景
観

面
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
る
管
理
不

全
な
空
き
家
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
①
令
和
二
年
度
に
第
五
中
学
校

区
と
大
岡
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
成
果
と
課
題
は
。

②
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
。

教
育
長
／
①
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

た
成
果
と
し
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
た
地
域
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
、
地

域
の
住
民
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
清
掃
活
動

の
実
施
や
花
壇
の
整
備
、
放
課
後
の
補
習
学
習

の
実
施
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
課
題
と

問答問答

①
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ
の
対
応
は
。
②

副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
不
安
を
抱
く
市
民
へ
の

対
応
は
。

市
長
／
①
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
集
団
接
種
を
基
本
と
し
、
中

央
会
場
と
市
内
六
か
所
の
地
域
会
場
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
施
設
の
入
所

者
な
ど
は
、
施
設
内
で
嘱
託
医
に
よ
る
接
種
を

行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
②
厚
生
労
働
省

が
公
表
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
な

ど
の
情
報
を
正
確
か
つ
適
切
に
市
民
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
効
果
的
に

機
能
さ
せ
、
市
民
一
人
一
人
の
事
情
に
応
じ
て

丁
寧
に
対
応
し
、
正
し
い
理
解
の
下
で
安
心
し

た
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答

し
て
は
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
の
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
協
力
者
の
確
保
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
②
文
部
科
学
省
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、
学
校
と
地

域
住
民
等
が
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
協

働
し
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
全
て
の
中
学
校
区

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
令

和
二
年
度
に
策
定
す
る
沼
津
市
教
育
大
綱
に
掲

げ
る
「
地
域
が
学
び
を
育
て
、
学
び
が
地
域
を

育
て
る
」「
地
域
総
が
か
り
の
教
育
」の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

▲地域医療の充実・強化に寄与する沼津市立看護専門学校

久
保
田

　吉
光

自民沼津

管
理
不
全
な
空
き
家
の
除
去
を

推
進
す
る
た
め
の
取
組
は

霞
　
　惠
介

市 民 ク ラ ブ

東
都
大
学
看
護
学
科
の
開
設
に
伴
う

沼
津
市
立
看
護
専
門
学
校
の
在
り
方
は

用

解
語

説

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
学
校

運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
学
校
を
指
す
。

学
校
運
営
協
議
会
は
、
保
護
者
代
表
、
地

域
住
民
の
代
表
が
学
校
運
営
に
参
画
し
、

学
校
運
営
の
方
針
を
承
認
し
た
り
、
学
校

運
営
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
地
域
総
が
か
り
で
子
供
た
ち

の
教
育
に
携
わ
り
、
校
長
等
の
異
動
が

あ
っ
て
も
持
続
性
の
あ
る
教
育
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問全ての質問項目（通告一覧）はこちら

［
代
表
質
問
］

本
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
は
。

市
長
／
本
市
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
・
分
野
に
お
い
て

時
期
を
逸
せ
ず
迅
速
に
対
応
し
て
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
感
染
防
止
対
策
は
、
市
の
取
組

に
加
え
、
市
民
や
事
業
者
の
懸
命
な
努
力
も
あ

り
、
現
時
点
に
お
け
る
本
市
の
感
染
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
、
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
備
品
整
備
な

ど
に
よ
り
市
民
の
安
全
確
保
を
図
る
ほ
か
、
経

済
変
動
対
策
資
金
利
子
補
給
事
業
の
実
施
に
よ

り
事
業
者
を
支
援
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
市
に
お
け

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
方
針
等
を
基
に
、
沼
津
医
師
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
実
施
の
た
め
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

鉄
道
高
架
事
業
に
係
る
令
和
三
年
度
の
取

組
は
。市

長
／
鉄
道
高
架
事
業
の
前
提
と
な
る
新

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
取
得
が
完
了
し
た
こ

と
か
ら
、
令
和
三
年
度
は
、
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
造
成
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
新
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
同
時
に
施
工
す
る
交
差
道
路
の

構
造
物
の
設
計
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な
ど
、

一
日
も
早
く
市
民
が
事
業
の
効
果
を
享
受
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

問答問答

ち
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

本
市
財
政
の
健
全
性
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
常
に
財

政
規
律
を
堅
持
し
つ
つ
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
な
ど
国
・
県
の
補
助
金
を
有
効
的
に
活
用
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
残
高
や

市
税
収
入
及
び
市
債
残
高
の
状
況
な
ど
か
ら
、

健
全
な
財
政
状
況
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
・
県
の

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
残

高
に
も
注
視
し
つ
つ
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

問答

渡
邉

　博
夫

志政会

本
市
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

▲キラメッセぬまづで行った　　　　　
　ワクチン接種のデモンストレーション

※�代表質問は全て、「一括質問一括答弁方式（通告した全ての内容を一括して質問した後、
市当局が一括して答弁する方式）」で実施しています。
※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。

　第８回（２月）定例会では、市長の令和３年度施政方針に対する
代表質問が行われ、７つの会派及び無所属の議員から質問がありま
した。
　なお、今定例会では、新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、
市当局が新型コロナウイルス感染症対応に注力できるよう、一般質
問のうち個人質問は行わず、代表質問のみ行いました。
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一 般 質 問市政について問う！

東
都
大
学
看
護
学
科
が
令
和
三
年
度
に
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
沼
津
市
立
看
護
専
門
学

校
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長
／
県
内
の
看
護
職
員
数
が
全
国
平
均

を
下
回
り
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
現
状
に

お
い
て
、
看
護
職
員
の
確
保
は
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に
新
た

な
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
高
度
な
医
療
技
術
や
知
識
を
有
す
る
看
護

師
の
養
成
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
沼
津
市
立

看
護
専
門
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
実
践
力

の
あ
る
看
護
師
を
輩
出
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

地
域
に
お
い
て
多
様
な
養
成
機
関
が
存
在
す
る

こ
と
は
、
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
志
願
状
況

や
看
護
師
需
要
の
推
移
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

沼
津
市
立
看
護
専
門
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
向
け
、
学
校
現
場

で
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
は
。

市
長
／
令
和
三
年
度
は
、
学
校
教
育
課
内

に
情
報
教
育
推
進
室
を
設
置
し
、
教
職
員
に
対

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
の
研
修
の
実
施
、

先
進
事
例
や
各
校
に
お
け
る
取
組
の
情
報
共
有
、

学
校
現
場
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
を

行
う
な
ど
、
教
職
員
一
人
一
人
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、

問答問答問

管
理
不
全
な
空
き
家
の
除
去
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
空
き
家
を
含
め
た
耐

震
性
の
な
い
木
造
住
宅
の
除
去
に
対
し
、
一
件

当
た
り
二
十
万
円
を
上
限
と
す
る
補
助
制
度
を

実
施
し
て
い
る
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
、
国

の
空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
を
活
用
し
、
外
観

目
視
の
調
査
か
ら
屋
根
や
外
壁
、
基
礎
な
ど
に

重
大
な
損
傷
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
管
理
不
全

な
状
態
で
あ
る
空
き
家
を
不
良
住
宅
と
認
定

し
、
そ
の
除
去
に
係
る
費
用
と
し
て
一
件
当
た

り
八
十
万
円
を
上
限
に
支
援
す
る
新
た
な
補
助

制
度
を
開
始
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
火
災
の
危

険
性
や
倒
壊
の
お
そ
れ
に
加
え
、
衛
生
・
景
観

面
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
与
え
る
管
理
不

全
な
空
き
家
の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
、
①
令
和
二
年
度
に
第
五
中
学
校

区
と
大
岡
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
成
果
と
課
題
は
。

②
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
。

教
育
長
／
①
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し

た
成
果
と
し
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
た
地
域
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
、
地

域
の
住
民
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
清
掃
活
動

の
実
施
や
花
壇
の
整
備
、
放
課
後
の
補
習
学
習

の
実
施
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
課
題
と

問答問答

①
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ
の
対
応
は
。
②

副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
不
安
を
抱
く
市
民
へ
の

対
応
は
。

市
長
／
①
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
集
団
接
種
を
基
本
と
し
、
中

央
会
場
と
市
内
六
か
所
の
地
域
会
場
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
施
設
の
入
所

者
な
ど
は
、
施
設
内
で
嘱
託
医
に
よ
る
接
種
を

行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
②
厚
生
労
働
省

が
公
表
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
な

ど
の
情
報
を
正
確
か
つ
適
切
に
市
民
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
効
果
的
に

機
能
さ
せ
、
市
民
一
人
一
人
の
事
情
に
応
じ
て

丁
寧
に
対
応
し
、
正
し
い
理
解
の
下
で
安
心
し

た
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答

し
て
は
、
さ
ら
な
る
事
業
の
推
進
の
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
協
力
者
の
確
保
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
②
文
部
科
学
省
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、
学
校
と
地

域
住
民
等
が
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
協

働
し
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
全
て
の
中
学
校
区

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
令

和
二
年
度
に
策
定
す
る
沼
津
市
教
育
大
綱
に
掲

げ
る
「
地
域
が
学
び
を
育
て
、
学
び
が
地
域
を

育
て
る
」「
地
域
総
が
か
り
の
教
育
」の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

▲地域医療の充実・強化に寄与する沼津市立看護専門学校

久
保
田
　吉
光

自民沼津

管
理
不
全
な
空
き
家
の
除
去
を

推
進
す
る
た
め
の
取
組
は

霞
　
　惠
介

市 民 ク ラ ブ

東
都
大
学
看
護
学
科
の
開
設
に
伴
う

沼
津
市
立
看
護
専
門
学
校
の
在
り
方
は

用

解
語

説

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
学
校

運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
学
校
を
指
す
。

学
校
運
営
協
議
会
は
、
保
護
者
代
表
、
地

域
住
民
の
代
表
が
学
校
運
営
に
参
画
し
、

学
校
運
営
の
方
針
を
承
認
し
た
り
、
学
校

運
営
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
地
域
総
が
か
り
で
子
供
た
ち

の
教
育
に
携
わ
り
、
校
長
等
の
異
動
が

あ
っ
て
も
持
続
性
の
あ
る
教
育
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
お
い
て
、

整
備
予
定
の
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
長
さ
約
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
の
高
さ
が
約
十
五
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
あ
り
、
そ
の

存
在
は
、
沼
津
駅
周
辺
の
景
観
を
大
き
く
損
な

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
本
市
の

認
識
は
。
②
本
市
の
目
指
す
質
の
高
い
ま
ち
な

み
景
観
に
向
け
た
取
組
内
容
は
。

市
長
／
①
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
橋
梁
形

式
で
あ
る
た
め
、
高
架
下
に
広
大
な
空
間
が
生

ま
れ
、
そ
の
高
架
下
に
通
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
駅
の
南
北
を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
回
遊
性
が
生
ま
れ
、

問答

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の
防

災
・
減
災
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
震
や

津
波
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た

め
の
防
災
・
減
災
対
策
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
、
市
内
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
震
・

津
波
対
策
や
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
八
月
に
は
、

水
害
の
軽
減
に
つ
い
て
の
協
議
や
情
報
共
有
を

行
う
狩
野
川
流
域
治
水
協
議
会
に
参
画
し
、
国

や
県
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
次
沼
津

市
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
、
強
靱
な
地
域
づ
く
り
、
自
主
防
災
力

の
向
上
な
ど
を
基
本
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

施
政
方
針
に
掲
げ
る
誰
も
が
安
全
・
安
心

の
も
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
ど
の
よ

う
に
目
指
す
の
か
。

市
長
／
災
害
は
起
き
る
も
の
と
し
て
、
行

政
、
地
域
、
企
業
、
市
民
の
一
人
一
人
が
災
害

リ
ス
ク
を
認
識
し
、
危
機
意
識
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
が
対
応
策
を
持
っ
て
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
安
全
性
が
向
上
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
の
取
組
は
。

問答問答問

南
北
の
市
街
地
の
一
体
化
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本

構
造
物
を
整
備
す
る
際
は
、
駅
周
辺
に
圧
迫
感

を
与
え
な
い
景
観
に
配
慮
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
沼
津
駅
周

辺
地
区
を
、
人
中
心
の
空
間
と
し
て
再
編
す
る

た
め
、
公
共
空
間
再
編
整
備
計
画
を
令
和
三
年

度
に
策
定
し
、
併
せ
て
沼
津
市
景
観
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。
今
後
は
、
県
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
質
の
高
い
ま
ち
な
み

の
景
観
を
形
成
し
、
市
街
地
環
境
の
改
善
や
都

市
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

沼
津
市
営
住
宅
条
例
で
は
、
入
居
の
際
、

連
帯
保
証
人
を
求
め
て
い
る
が
、
連
帯
保
証
人

の
確
保
が
困
難
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
市
民

の
立
場
に
立
ち
、
本
条
例
を
改
正
し
、
連
帯
保

証
人
の
要
件
を
外
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て

い
る
生
活
困
窮
者
が
、
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

困
難
な
た
め
に
入
居
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
、
連
帯
保
証
人
と
同
じ
役
割

を
果
た
す
機
関
保
証
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
機
関
保
証
は
、
本
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
な
く
導
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
導
入
に
向
け
て
手
続
を
進
め
、
連
帯
保
証

人
の
確
保
が
難
し
い
場
合
の
入
居
の
円
滑
化
を

図
っ
て
い
く
。

問答

市
長
／
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
情
報
提

供
や
助
言
を
行
い
、
緊
急
援
護
費
や
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
及
び
就
労
・
学
習
な
ど
の
自
立

相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
支
援
が

必
要
な
場
合
に
は
、
生
活
保
護
制
度
を
適
用
し

生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
中
で
、
就
労
な
ど
の

自
立
支
援
を
行
い
、
再
起
を
促
し
て
い
る
。
令

和
三
年
度
に
お
い
て
も
家
計
の
改
善
に
係
る
支

援
事
業
を
新
た
に
開
始
す
る
な
ど
、
生
活
困
窮

者
の
早
期
自
立
に
向
け
た
取
組
を
、
よ
り
強
化

し
て
い
く
。

答

▲生活困窮者からの様々な相談に対して
　助言・支援を行っている　　　　　　

▲高架下の空間を活用したイメージ図

小
泉
　宣
子

公明党

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の

防
災
・
減
災
の
取
組
は

梅
沢
　
　弘

立憲沼津

沼
津
駅
周
辺
地
区
を
質
の
高
い

ま
ち
な
み
景
観
に
す
る
た
め
の
取
組
は
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本
市
の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
十
年
間
で

約
四
十
五
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
表
れ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
香
陵
公
園
周
辺

整
備
事
業
に
お
け
る
新
体
育
館
の
建
設
、
新
中

間
処
理
施
設
の
整
備
、
新
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

整
備
な
ど
、
大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市

の
認
識
は
。

市
長
／
普
通
建
設
事
業
費
は
、
基
本
的
に

財
政
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
事
業
の
平
準
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
型
事
業
は
、

事
業
計
画
や
そ
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
年
度
に

よ
っ
て
は
事
業
費
が
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

新
体
育
館
建
設
、新
中
間
処
理
施
設
整
備
、新
屋

内
温
水
プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
単
年
度
の
負
担
を
軽
減
す
る
事
業

方
法
を
検
討
し
つ
つ
、
粛
々
と
実
施
し
て
い
く
。

問答

令
和
三
年
二
月
十
九
日
に
新
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
用
地
の
強
制
収
用
が
実
施
さ
れ
、
今
後
、

鉄
道
高
架
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

①
県
知
事
の
自
分
の
任
期
中
に
は
強
制
収
用
は

し
な
い
と
い
う
公
約
に
対
す
る
認
識
は
。
②
市

民
生
活
の
向
上
や
地
域
経
済
の
見
通
し
は
。
③

財
源
の
確
保
の
考
え
は
。

市
長
／
①
県
知
事
は
、
本
事
業
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
知
事
の
公
約
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
。
②
本
事
業
は
、
交
通
環
境
の

改
善
に
よ
り
、
本
市
の
南
北
都
市
軸
の
形
成
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
ま
ち
の
拠
点
性
や
回
遊

性
を
向
上
さ
せ
、
本
市
が
持
つ
強
み
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
都
市
構
造
に
す

る
こ
と
で
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、

高
架
下
に
生
ま
れ
る
新
た
な
都
市
空
間
な
ど
に

市
民
が
求
め
る
多
様
な
都
市
機
能
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
拠
点
性
や
生
活
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
等
が
図
ら
れ
、
民
間

投
資
の
促
進
や
新
規
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
③

国
・
県
に
お
い
て
は
、
県
東
部
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
本
事
業
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
計
画
的
か
つ
集
中
的
に

補
助
金
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
事

問答

令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
示
さ
れ

た
当
初
予
算
額
は
、
令
和
二
年
度
の
当
初
予
算

額
と
比
べ
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
財
源

総
額
の
見
込
み
と
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価
は
。

市
長
／
令
和
三
年
度
当
初
予
算
案
に
お

け
る
一
般
財
源
総
額
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

な
ど
に
よ
り
市
税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、

地
方
特
例
交
付
金
や
地
方
交
付
税
等
、
国
の

財
政
支
援
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

四
百
五
十
一
億
七
千
五
百
三
十
五
万
五
千
円
と

見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
一
般
会
計
に

お
け
る
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
ほ
ぼ
四
百
五
十
億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
本
市

の
事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
確
保
に
取
り
組
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

問答

業
を
進
め
て
い
く
。

第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
に

お
け
る
新
た
な
財
政
見
通
し
を
策
定
し
、
市
民

に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

認
識
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
今
後
の
市
税
な
ど
、

収
入
科
目
ご
と
の
歳
入
面
の
影
響
を
見
通
す
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
歳
出
面
で
は
、
大
型
事
業
で
あ

る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
や
中
間
処
理
施

設
整
備
事
業
の
事
業
ス
キ
ー
ム
及
び
事
業
費
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
の
策
定
手
法
や
期
間
、
公

表
方
法
等
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
生
活

保
護
制
度
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
貧
困
が
進
む
中
、
生
活
保
護
の
申
請
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
親
族
等
へ
の

扶
養
照
会
の
取
扱
い
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
市
民
に
生
活
保
護
制

度
な
ど
の
支
援
制
度
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
課
題
と

さ
れ
て
き
た
扶
養
照
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
弾
力
的
運
用
の
方
針
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
し
、
市
民
一
人
一
人
の
生
活
の

維
持
・
安
定
に
尽
力
し
て
い
く
。

問答問答

▲新体育館のイメージ図

川
口

　三
男

日 本 共 産 党
沼 津 市 議 団

鉄
道
高
架
事
業
に
よ
る
市
民
生
活
の
向
上
や

地
域
経
済
の
見
通
し
は

山
下

　富
美
子

未来の風

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は

用

解
語

説

普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
や
学
校
、橋
梁
、公
営
住
宅
等
の
建

設
な
ど
に
要
す
る
投
資
的
な
経
費
の
こ
と
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沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
お
い
て
、

整
備
予
定
の
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
長
さ
約
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
の
高
さ
が
約
十
五
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
あ
り
、
そ
の

存
在
は
、
沼
津
駅
周
辺
の
景
観
を
大
き
く
損
な

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
本
市
の

認
識
は
。
②
本
市
の
目
指
す
質
の
高
い
ま
ち
な

み
景
観
に
向
け
た
取
組
内
容
は
。

市
長
／
①
鉄
道
高
架
構
造
物
は
、
橋
梁
形

式
で
あ
る
た
め
、
高
架
下
に
広
大
な
空
間
が
生

ま
れ
、
そ
の
高
架
下
に
通
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
駅
の
南
北
を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
回
遊
性
が
生
ま
れ
、

問答

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の
防

災
・
減
災
の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
震
や

津
波
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た

め
の
防
災
・
減
災
対
策
を
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
し
、
市
内
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
震
・

津
波
対
策
や
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
八
月
に
は
、

水
害
の
軽
減
に
つ
い
て
の
協
議
や
情
報
共
有
を

行
う
狩
野
川
流
域
治
水
協
議
会
に
参
画
し
、
国

や
県
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
次
沼
津

市
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
、
強
靱
な
地
域
づ
く
り
、
自
主
防
災
力

の
向
上
な
ど
を
基
本
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

施
政
方
針
に
掲
げ
る
誰
も
が
安
全
・
安
心

の
も
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
ど
の
よ

う
に
目
指
す
の
か
。

市
長
／
災
害
は
起
き
る
も
の
と
し
て
、
行

政
、
地
域
、
企
業
、
市
民
の
一
人
一
人
が
災
害

リ
ス
ク
を
認
識
し
、
危
機
意
識
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
が
対
応
策
を
持
っ
て
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
、
安
全
性
が
向
上
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
の
取
組
は
。

問答問答問

南
北
の
市
街
地
の
一
体
化
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本

構
造
物
を
整
備
す
る
際
は
、
駅
周
辺
に
圧
迫
感

を
与
え
な
い
景
観
に
配
慮
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
②
沼
津
駅
周

辺
地
区
を
、
人
中
心
の
空
間
と
し
て
再
編
す
る

た
め
、
公
共
空
間
再
編
整
備
計
画
を
令
和
三
年

度
に
策
定
し
、
併
せ
て
沼
津
市
景
観
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。
今
後
は
、
県
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
質
の
高
い
ま
ち
な
み

の
景
観
を
形
成
し
、
市
街
地
環
境
の
改
善
や
都

市
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

沼
津
市
営
住
宅
条
例
で
は
、
入
居
の
際
、

連
帯
保
証
人
を
求
め
て
い
る
が
、
連
帯
保
証
人

の
確
保
が
困
難
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
市
民

の
立
場
に
立
ち
、
本
条
例
を
改
正
し
、
連
帯
保

証
人
の
要
件
を
外
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
認
識
は
。

市
長
／
市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
て

い
る
生
活
困
窮
者
が
、
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

困
難
な
た
め
に
入
居
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
、
連
帯
保
証
人
と
同
じ
役
割

を
果
た
す
機
関
保
証
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
機
関
保
証
は
、
本
条
例
を
改
正

す
る
こ
と
な
く
導
入
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
導
入
に
向
け
て
手
続
を
進
め
、
連
帯
保
証

人
の
確
保
が
難
し
い
場
合
の
入
居
の
円
滑
化
を

図
っ
て
い
く
。

問答

市
長
／
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
情
報
提

供
や
助
言
を
行
い
、
緊
急
援
護
費
や
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
及
び
就
労
・
学
習
な
ど
の
自
立

相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
支
援
が

必
要
な
場
合
に
は
、
生
活
保
護
制
度
を
適
用
し

生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
中
で
、
就
労
な
ど
の

自
立
支
援
を
行
い
、
再
起
を
促
し
て
い
る
。
令

和
三
年
度
に
お
い
て
も
家
計
の
改
善
に
係
る
支

援
事
業
を
新
た
に
開
始
す
る
な
ど
、
生
活
困
窮

者
の
早
期
自
立
に
向
け
た
取
組
を
、
よ
り
強
化

し
て
い
く
。

答

▲生活困窮者からの様々な相談に対して
　助言・支援を行っている　　　　　　

▲高架下の空間を活用したイメージ図

小
泉

　宣
子

公明党

市
民
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
の

防
災
・
減
災
の
取
組
は

梅
沢

　
　弘

立憲沼津

沼
津
駅
周
辺
地
区
を
質
の
高
い

ま
ち
な
み
景
観
に
す
る
た
め
の
取
組
は
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本
市
の
普
通
建
設
事
業
費
は
、
十
年
間
で

約
四
十
五
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
表
れ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
香
陵
公
園
周
辺

整
備
事
業
に
お
け
る
新
体
育
館
の
建
設
、
新
中

間
処
理
施
設
の
整
備
、
新
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

整
備
な
ど
、
大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市

の
認
識
は
。

市
長
／
普
通
建
設
事
業
費
は
、
基
本
的
に

財
政
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
、
事
業
の
平
準
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
型
事
業
は
、

事
業
計
画
や
そ
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
年
度
に

よ
っ
て
は
事
業
費
が
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

新
体
育
館
建
設
、新
中
間
処
理
施
設
整
備
、新
屋

内
温
水
プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
単
年
度
の
負
担
を
軽
減
す
る
事
業

方
法
を
検
討
し
つ
つ
、
粛
々
と
実
施
し
て
い
く
。

問答

令
和
三
年
二
月
十
九
日
に
新
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
用
地
の
強
制
収
用
が
実
施
さ
れ
、
今
後
、

鉄
道
高
架
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

①
県
知
事
の
自
分
の
任
期
中
に
は
強
制
収
用
は

し
な
い
と
い
う
公
約
に
対
す
る
認
識
は
。
②
市

民
生
活
の
向
上
や
地
域
経
済
の
見
通
し
は
。
③

財
源
の
確
保
の
考
え
は
。

市
長
／
①
県
知
事
は
、
本
事
業
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
知
事
の
公
約
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
。
②
本
事
業
は
、
交
通
環
境
の

改
善
に
よ
り
、
本
市
の
南
北
都
市
軸
の
形
成
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
ま
ち
の
拠
点
性
や
回
遊

性
を
向
上
さ
せ
、
本
市
が
持
つ
強
み
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
都
市
構
造
に
す

る
こ
と
で
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、

高
架
下
に
生
ま
れ
る
新
た
な
都
市
空
間
な
ど
に

市
民
が
求
め
る
多
様
な
都
市
機
能
を
集
約
す
る

こ
と
で
、
拠
点
性
や
生
活
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
等
が
図
ら
れ
、
民
間

投
資
の
促
進
や
新
規
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
③

国
・
県
に
お
い
て
は
、
県
東
部
地
域
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
本
事
業
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
計
画
的
か
つ
集
中
的
に

補
助
金
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
事

問答

令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
示
さ
れ

た
当
初
予
算
額
は
、
令
和
二
年
度
の
当
初
予
算

額
と
比
べ
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
財
源

総
額
の
見
込
み
と
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価
は
。

市
長
／
令
和
三
年
度
当
初
予
算
案
に
お

け
る
一
般
財
源
総
額
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

な
ど
に
よ
り
市
税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、

地
方
特
例
交
付
金
や
地
方
交
付
税
等
、
国
の

財
政
支
援
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

四
百
五
十
一
億
七
千
五
百
三
十
五
万
五
千
円
と

見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
一
般
会
計
に

お
け
る
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

年
ほ
ぼ
四
百
五
十
億
円
台
で
推
移
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
本
市

の
事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
確
保
に
取
り
組
ん

だ
も
の
で
あ
る
。

問答

業
を
進
め
て
い
く
。

第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
に

お
け
る
新
た
な
財
政
見
通
し
を
策
定
し
、
市
民

に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

認
識
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
今
後
の
市
税
な
ど
、

収
入
科
目
ご
と
の
歳
入
面
の
影
響
を
見
通
す
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
歳
出
面
で
は
、
大
型
事
業
で
あ

る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
や
中
間
処
理
施

設
整
備
事
業
の
事
業
ス
キ
ー
ム
及
び
事
業
費
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
の
策
定
手
法
や
期
間
、
公

表
方
法
等
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
生
活

保
護
制
度
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
貧
困
が
進
む
中
、
生
活
保
護
の
申
請
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
親
族
等
へ
の

扶
養
照
会
の
取
扱
い
は
。

市
長
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
市
民
に
生
活
保
護
制

度
な
ど
の
支
援
制
度
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
課
題
と

さ
れ
て
き
た
扶
養
照
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
弾
力
的
運
用
の
方
針
に
基
づ

き
適
切
に
対
応
し
、
市
民
一
人
一
人
の
生
活
の

維
持
・
安
定
に
尽
力
し
て
い
く
。

問答問答

▲新体育館のイメージ図

川
口
　三
男

日 本 共 産 党
沼 津 市 議 団

鉄
道
高
架
事
業
に
よ
る
市
民
生
活
の
向
上
や

地
域
経
済
の
見
通
し
は

山
下
　富
美
子

未来の風

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

大
型
事
業
の
実
施
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は

用

解
語

説

普
通
建
設
事
業
費

　
道
路
や
学
校
、橋
梁
、公
営
住
宅
等
の
建

設
な
ど
に
要
す
る
投
資
的
な
経
費
の
こ
と
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一 般 質 問市政について問う！

健
全
な
財
政
運
営
に
対
す
る
考
え
方
と
、

市
民
に
対
し
本
市
財
務
状
況
の
情
報
を
発
信
す

る
方
法
は
。

市
長
／
健
全
な
財
政
運
営
と
は
、
市
民
生

活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
供
給
す
る

と
と
も
に
、
将
来
の
市
勢
発
展
を
支
え
る
都
市

基
盤
整
備
や
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
税
等
を
確
保
し
、
さ
ら
に
未
来
へ
の
投

資
に
つ
な
げ
る
と
い
う
循
環
を
持
続
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
に
お

い
て
も
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
備
え
る
た

め
の
基
金
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
う
し
た
考
え
の
下
、
結
果
と
し
て
示
さ

れ
る
財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
数
値
で

推
移
し
て
い
る
か
を
常
に
検
証
・
評
価
し
つ
つ

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
本
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
対
し
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
市
民
生
活
に

大
き
な
制
限
を
与
え
て
お
り
、
特
に
、
人
と
人

が
交
流
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
市
民
も
多

い
と
考
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
現
状
に
対
す
る
認
識
と
今
後
の

取
組
は
。

市
長
／
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
地
域
に

お
け
る
環
境
美
化
活
動
や
防
災
活
動
な
ど
の
市

問答問答

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
中
止
や
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
市
民
団
体
が
行
う
活

動
報
告
会
や
、
民
間
支
援
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン

ド
事
業
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
周
知
活

動
や
会
議
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
成
果
も
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ

の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
、
活
力
あ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

大
場
　豪
文

無所属

健
全
な
財
政
運
営
に
対
す
る
認
識
は

▲民間支援まちづくりファンド事業のオンライン報告会

委員会レポート　連合審査会（総務委員会・文教産業委員会）を開催

　スポーツに関する事務を教育委員会から市長部局
へ移管するメリットは。
　にぎわい創出のためのスポーツ施策と市民スポー
ツに係る施策を一体的に実施することで、スポーツ
を活用したまちづくりを、より効果的に推進できる
ことに加え、現在、教育委員会と産業振興部で別々
に実施しているスポーツイベントを一元的に管理・
実施することで、業務の効率化を図るものである。

問

答

　教育委員会が担ってきた生涯スポーツや市民の健
康づくりなどの分野に関する取組の継続は、どのよ
うに担保されるのか。
　これまで教育委員会のスポーツ振興課において推
進してきたこれらの分野については、令和３年度以
降は、産業振興部に新設するウィズスポーツ課の所
掌事務として事務分掌規則の中に明記し、取組を推
進していく。

問

答

連合審査会で交わされた主な質疑

委員会
レポート

沼津市教育委員会の職務権限の特例に関する条例の制定
　～スポーツを活用したまちづくりを推進するため
　　　　　　スポーツに関する事務を市長部局へ移管します～

　本議案は、総務委員会に付託された案件ですが、総務委員会と文教産業委員会の両委員会に関係する内容であるため、連
合審査会を開催し、市当局から説明が行われ、委員から質疑がありました。

　スポーツに関する事務（※）を、市長が管理及び執行する
　※学校における体育に関する事務を除く

内　容
　スポーツに係る施策を一体的に実施できる体制を構築
し、スポーツを活用したまちづくりをさらに推進する

目　的
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沼津市議会における新型コロナウイルス感染症対策の取組

　沼津市議会では、これまで様々な新型コロナウイルス感染症対策の取組を行ってきました。
　令和３年も、会派代表者の会や議会運営委員会において、感染防止のための対策の検討・協議を行い、
引き続き市議会として必要な対策を実施していきます。

　現在の新型コロナウイルス感染症の状況に
鑑み、市当局が新型コロナウイルス感染症対
応に注力できるよう、２月定例会の一般質問
において個人質問は行わず代表質問のみとす
ることとなりました。

代表質問のみの実施

　１月 18 日から２月９日までの間、議員の
感染防止を図るため、登庁する議員を当番制
とし、議員同士が極力接触しない体制としま
した。また、感染状況に鑑み、１月下旬に予
定していた議員研修会を延期し、３月にオン
ラインで開催しました。

▲市議会の取組について、正副議長が市長へ報告しました 

当番制による登庁の実施など

　新型コロナウイルス感染症のまん延防止措
置の観点等から、委員会の開催場所への参集
が困難と判断される実情がある場合において、
オンラインを活用した委員会を開催すること
に関し必要な事項を追加するものです。

改正内容

　新型コロナウイルス感染症対策としてオン
ライン会議に対応するため、関連する規則及
び条例の一部改正について、改正内容を会派
代表者の会において検討・議論を重ねました。
　その結果、２月定例会最終日に、議員発議
により沼津市議会会議規則及び委員会条例の
一部改正を行うことについて、議会運営委員
会において了承しました。

オンライン会議への対応

令和３年１〜３月の主な取組

発議第１号
沼津市議会会議規則の一部改正

発議第２号
沼津市議会委員会条例の一部改正
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一 般 質 問市政について問う！
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方
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市
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財
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と
は
、
市
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を
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的
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将
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市
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都
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産
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循
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を
常
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・
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財
政
運
営
を
行
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い
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こ
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重
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と
認
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て
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る
。
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し
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本
市
の
財
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状
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に
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は
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に
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や
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な
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す
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発
信
に
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。
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市
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を
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、
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人
と
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が
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こ
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市
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も
多
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協
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に
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ザ
ー
会
議
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
周
知
活

動
や
会
議
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
成
果
も
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ

の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
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した。また、感染状況に鑑み、１月下旬に予
定していた議員研修会を延期し、３月にオン
ラインで開催しました。

▲市議会の取組について、正副議長が市長へ報告しました 

当番制による登庁の実施など

　新型コロナウイルス感染症のまん延防止措
置の観点等から、委員会の開催場所への参集
が困難と判断される実情がある場合において、
オンラインを活用した委員会を開催すること
に関し必要な事項を追加するものです。

改正内容

　新型コロナウイルス感染症対策としてオン
ライン会議に対応するため、関連する規則及
び条例の一部改正について、改正内容を会派
代表者の会において検討・議論を重ねました。
　その結果、２月定例会最終日に、議員発議
により沼津市議会会議規則及び委員会条例の
一部改正を行うことについて、議会運営委員
会において了承しました。

オンライン会議への対応

令和３年１〜３月の主な取組

発議第１号
沼津市議会会議規則の一部改正

発議第２号
沼津市議会委員会条例の一部改正
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索

　令和3年3月24日、「議員の役割とコンプライアンス」
と題して、全国都道府県議会議長会　元議事調査部長
野村稔氏を講師とし、議員研修会を開催しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、初
の取組としてリモートによる講義という形式で開催しま
した。
　研修内容は、議員の役割の基本を再確認し、遵守すべ
きことやあるべき姿について考えるもので、今後の議員
活動に生かせる気づきを学んだ研修会となりました。
　また、現在、オンライン会議について取組を進めてい
る中で、リモートにより講義へ出席するなど、貴重な機
会となりました。

大型スクリーンと
タブレット端末を
使い、リモート講
義を受けました▶

◀研修会場を、9部屋に
　分散して開催しました

議員研修会を開催しました

戸田小中一貫学校
６年

広
ひろ

崎
さき

莉
り

子
こ

さん

大岡南小学校
６年
八
や

木
ぎ

進
しん

之
の

介
すけ

さん

か
が
や
け
る
将
来

　
ぼ
く
は
、
将
来
、
人
を
喜
ば
せ
る
人
に
な
り

た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
元
々
笑
顔
が

好
き
だ
し
、
大
切
な
人
を
一
度
な
く
し
た
経
験

が
あ
る
か
ら
、
喜
ん
で
い
る
人
が
い
る
と
、
自

分
の
心
の
支
え
に
な
る
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
、
自
分
が

安
心
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
な
の
で
、
将
来
の
自
分
の
た
め
に
今
は
、
あ

い
さ
つ
で
人
と
人
の
仲
を
深
め
た
り
、
相
手
意

識
を
強
く
も
っ
て
、
人
の
役
に
立
て
た
り
で
き

る
よ
う
、
心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
将
来
、
か
が
や
け
る
自
分
に
な
り
た

い
で
す
。大

切
に
し
た
い
戸
田
の
宝

　
私
の
住
ん
で
い
る
戸
田
の
宝
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
豊
か
な
自
然
で
す
。
鳥
の
口
ば

し
の
よ
う
な
形
で
、
戸
田
の
港
を
包
み
込
む
よ

う
な
御
浜
岬
は
白
い
砂
浜
、
緑
の
松
、
青
い
海

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
向
こ
う
に
は
、
す

そ
の
の
広
が
っ
た
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
二
つ
目
は
、
地
域
の
人
達
が
見
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。
色
々
な
人
が
声
を
か
け
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。帰
り
道
、「
お
か
え
り
。」「
元

気
？
」
な
ど
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が

声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
声
を
聞
く

と
元
気
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
宝
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

議会だより編集委員会 加藤　明子委 員 長 平野　　謙委 員 深田　　昇委 員 岡田　進一委 員
浅田美重子副委員長 小泉　宣子委 員 市川　道隆委 員 山下富美子委 員

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています議会だより次回発行予定　令和 3年 8月 15日

沼津市議会 定例会の予定

※�都合により変更する場合があり
ます。
※�詳細は、招集告示日（定例会開
会１週間前ごろ）に開かれる議
会運営委員会で協議されます。

定例会 開会予定日 閉会予定日

令和 3 年
第 9 回（ ６ 月） 6 月  7 日（月）  6 月 28 日（月）
第 10 回（ ９ 月） 9 月 15 日（水）10 月 15 日（金）
第 11 回（11 月）11 月 26 日（金）12 月 17 日（金）

令和 4 年 第 12 回（ ２ 月） ２月 10 日（木）  3 月 22 日（火）
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